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1. 被 服技能に関係の深い指先の器用さを測定する目

的で考察した糸結びテストの成績と，運針その他実際の

被服技術成績との関連性を調べることとした。この中，

前報においては運針および平素の被服実習成績との関連

性について報告したが，今回はまつりぐけお よび 編 物

（くさりあみ・表あみ）との関連性，および技術検定（被

服四級）成績との関連性について報告する。

2. 前報におけると同様，中・高校生について行なっ

た上記各テスト成績と，糸結びテスト成績との相関を求

めた。技術検定成績との相関は，綜合成績および仕事の

内容別成績について調べてみた。

3.  （1)結 び目数とまつりぐけお よび 編 物（く,さ りあ

み・表あみ）速度との間には，いくらかの相関関係が認

められるが，その相関度はいずれも運針の場合 よ り低

い。（2)学年が進むにつれて相関度の低くなる傾向は，運

針の場合と同様に認められた。卯被服技術検定成績との

関連性は，綜合成績でも多少認められたが，仕事の内容

によって異なり，明らかに関連性の認められるものと，

余り認められない ものとがあって，被服技術内容の複雑

性を或る程度察知することができた。


